
 

三重県人権教育基本方針 改定案（中間案）に対する意見募集でいただいたご意見への県の考え方と対応
　

事　項
※ページ等は、ホームペー
ジ掲載の中間案のもの）

改定案（中間案）に対するご意見 件数
対応
区分 ご意見に対する考え方

1

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　５行め）

人権教育の定義について「～研修及び情報」のあとに「である」を
追記した方がよい。 1 ③

ご意見をふまえ、教育関係者が本方針への理解を深め、方針に基づく
取組を推進できるよう、わかりやすい説明に努めます。

2

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　１０、１１行め）

差別解消条例にふれて、「積極的推進について定めている」との
記述があるが、定めていることだけでなく取組を継続して行ってい
くことまで記述するべきではないか。 1 ②

人権教育の推進に関する国際的な潮流や国内、県内における法令の
整備等の状況を説明しており、これらに基づいて取組を進めていくこと
については、最終段落に記述しています。

3

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　１５行め）

同和教育の理念や成果を重要な柱とする・・・という文言が踏襲さ
れていてよいと思います。 1 ②

ご意見、ありがとうございます。

4

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　１６行め）

差別の現実から学ぶという考えでよいと思います。

1 ②

ご意見、ありがとうございます。

5

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　１７行め）

単なる心がけだけではなくそれらを解決し、社会を変えていく具体
的な行動につなぐことをめざしてきた、とあるが、解決をしていくた
めの具体的な行動をしていくことが社会を変容させることにつなが
るので、「社会を変えていく」という文言はなくてよいのではない
か。

1 ④

差別を解消するためのこれまでの取組が社会を変える実践行動できる
力の育成をめざしてきたことや、実際の行動によって社会を変えてきた
事実は、これからも受け継ぐべき理念や成果であるため、「社会を変え
ていく」は維持したまま、差別のない社会をつくっていくという意図をわ
かりやすくするため、「それらを解決し」を追記しています。

対応区分 ①反映する 意見や提案内容を最終案に反映させていただくもの。

②反映済 意見や提案内容が既に反映されているもの。

③参考にする 意見や提案内容を今後の取組の参考にさせていただくもの。

④反映または参考にさせていただくことが難しいもの。

⑤その他（①～④に該当しないもの）
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事　項
※ページ等は、ホームペー
ジ掲載の中間案のもの）

改定案（中間案）に対するご意見 件数
対応
区分 ご意見に対する考え方

6

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　１７行め）

「単なる心がけだけではなくそれらを解決し、・・・」とあるが、「それ
ら」を「身近にあるそれらの問題」とし、人権問題を一人ひとりに
とって身近なものとしてとらえることにつなげていくための記述を
求める。

1 ③

人権問題を一人ひとりに関係のあるもの、自分の身近なものととらえる
ことは大切です。ご意見の意図をふまえ、人権教育の取組が差別の解
消に資するものとなるよう、説明に努めます。

7

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　１７行め）

単なる心がけだけではなくそれらを解決し…とあるが、解決に向け
た行動について、もう少し具体的な記述が必要ではないか。 1 ③

具体的な取組については、本方針の方向性に沿った推進内容等を示
す資料で提示できるよう検討します。

8

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　１８、１９行め）

「偏見や差別によって一人ひとりが抱えさせられている課題や悩
みから出発して」について、主旨は理解できるが、「抱えている」の
ほうがわかりやすい。「偏見や差別によって生じた一人ひとりが抱
えている課題や悩みから出発して」と「生じて」を入れてはどうか。

1 ③

ご意見をふまえ、教育関係者が本方針への理解を深め、方針に基づく
取組を推進できるよう、わかりやすい説明に努めます。

9

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　２２行め）

誰もが人権侵害の被害者になりうることから、「差別を受ける当事
者」を「人権侵害を被っている人々」と修正するのは良いと思う。 1 ②

ご意見、ありがとうございます。

10

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　２２、２３行め）

「人権侵害を被っている人々の意見や思いを聴き、その視点に
立って考えることが必要」という箇所に同感である。人権侵害を
被っている人々は、意見や思いを伝える場、表現する場がなかっ
たり、誰に相談したらよいかがわからなかったりすると考えられ
る。一方で、周りの人は、その方々の意見や思いをどのような機
会に聴けるのかがわかりにくいと思う。誰もが人権侵害を被ってい
る人々の意見や思いを知れるよう、教育委員会を中心に、企業な
どとも連携して、会社や学校などで活用できる教材の作成と使
用、県政だよりや自治体の回覧などにコーナーを設けていただく
などをしていただきたい。

1 ③

2021年度に実施した「人権問題に関する教職員意識調査」では、約半
数の教職員が、被差別当事者との出会いが差別や偏見について深く
考える契機となったと回答しており、子どもや保護者を含む被差別当事
者との出会いは教職員の人権意識や指導力を高める重要な要因と
なっています。本県では、「差別を解消し、人権が尊重される三重をつく
る条例」のもと、人権教育や人権啓発のさまざまな取組を実施してお
り、それらの中には被差別当事者やその支援者の方が講師を務めら
れるものもあることから、引き続き学校へのこうした取組を充実させて
いきます。

11

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　２３行め）

「・・・その視点に立って考えることが必要」とあるが、考え、行動す
ることまで記述したほうが良い。

1 ④

人権教育を推進するうえで学校や学級が安心して過ごせる場とならな
ければなりません。そのためには、一人ひとりが人権侵害を被っている
人の側に立って集団の課題や人権問題について考える必要がありま
す。当然ながら、その解決に向けた取組や行動が必要となりますが、こ
こでは人権が大切にされる環境をつくるための前提としての考え方を
示しています。
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事　項
※ページ等は、ホームペー
ジ掲載の中間案のもの）

改定案（中間案）に対するご意見 件数
対応
区分 ご意見に対する考え方

12

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　２３、２４行め）

４月の「こども家庭庁」の発足や「こども基本法」の施行、６月に閣
議決定された第４期教育振興基本計画などをふまえ、Ｌ２３～Ｌ２
４の「子どもの権利・・・」の文にくわえ、「子どもの権利利益の擁
護」「子どもの意見表明」など、さらにふみこんだ表現とすることを
検討されたい。

13 ①

ご意見をふまえ、子どもの権利について具体的な内容を示すよう修正
します。

13

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　２４行め）

「教育関係者自身が」は「教育関係者自身は」の方がよい。

1 ③

ご意見をふまえ、教育関係者が本方針への理解を深め、方針に基づく
取組を推進できるよう、わかりやすい説明に努めます。

14

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　２４行め）

教職員の多忙化が取りざたされる中で、教育関係者自身が「多様
な人々との出会いを通じて確かな人権感覚を身につける」とする
ことで負担増となることが懸念される。人権感覚を身につけること
は教職員の責任ではないと思うので、教育委員会などが環境を整
えるなどの加筆をした方がよいのではないか。

1 ④

教職員には絶えず研究や修養に努め、日常的に自己研鑽を積む態度
が求められます。２０２１年度に実施した教職員意識調査で、人権問題
の解決に熱心に取り組む人や被差別当事者の人との出会いが多くの
教職員にとって差別や人権について深く考える契機となっていることが
わかっていることから、人権感覚を高めるうえで、多様な人々との出会
いが重要であることを示しています。

15

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　３０行め）

「協働して公の取組を進めていく…」との記述について、県や市町
に協力して、市民が「公に資することをする」というような誤解を招
くのではないか。県や市町といった公的な存在は（国と同様に）人
権に関しては責務の保持者（duty-bearer）であり、市民社会組織
と同列にすることには違和感がある。市民は権利の保持者
（rights-holders）である。市民社会は、責務の保持者に対して人
権の実現を求め、モニタリングする立場にある。

1 ④

「差別を解消し、人権が尊重される三重をつくる条例」では、人権が尊
重される社会を実現するための施策について、県の責務だけでなく県
民の責務も規定していることもふまえ、一人ひとりが差別をなくす当事
者として学校・家庭・地域総がかりで人権教育を推進していくことの必
要性を示しています。

16

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　３１行め）

「個々の取組を着実に進め、充実させていく…」について、「個々
の取組を着実に進めるとともに、その内容を充実させていく…」と
してはどうか。 1 ③

ご意見をふまえ、教育関係者が本方針への理解を深め、方針に基づく
取組を推進できるよう、わかりやすい説明に努めます。

17

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　３６、３７行め）

「…国際条約、日本国憲法や「人権教育及び人権啓発の推進に
関する法律」および「人権教育・啓発に関する基本計画」、差別を
解消するための条例などに基づき…」について、国際人権諸条約
が、裁判で直接適用されないとか、いろいろな問題はあるにせよ、
順番としては、憲法、国際人権条約、法律、条例という順番に記す
べきである。また、人権教育・啓発の根拠となる法を列挙している
とみられる部分には、この間に施行された差別解消三法を加える
べきである。

1 ①

ご意見をふまえ、日本国憲法を筆頭に記述するよう、修正します。な
お、個別的な人権問題に関わる法律や子ども施策に関する法律等に
ついては、「差別を解消するための法律や条例など」に含めています。
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事　項
※ページ等は、ホームペー
ジ掲載の中間案のもの）

改定案（中間案）に対するご意見 件数
対応
区分 ご意見に対する考え方

18

Ⅰ　基本的な考え方
（ｐ１　３４～３８行め）

一文が長いため、短くした方がよい。

1 ③

ご意見をふまえ、教育関係者が本方針への理解を深め、方針に基づく
取組を推進できるよう、わかりやすい説明に努めます。

19

Ⅰ　基本的な考え方 「こども大綱」に関する中間整理案も示されたところであるので、
「こども家庭庁」の発足や「こども基本法」の施行など、子どもの人
権について少なからず関連のある国の情勢について、加筆すべき
ではないか。

7 ③

子どもの人権に関わる国の動向等については、本方針の方向性に
沿った推進内容等を示す資料で提示できるよう検討します。なお、「こ
ども基本法」については、「その他の差別を解消するための法律や条
例など」の「など」に含むものと考えています。

20

Ⅰ　基本的な考え方 国連の人権理事会「ビジネスと人権」作業部会は訪日調査の声明
で、リスクにさらされている人たちとして「女性」「ＬＧＢＴＱＩ＋」「障
がい者」「先住民族」「部落」「労働組合」を取り上げ指摘した。特に
部落問題については「オンライン上を含むヘイトスピーチや面接を
含めた職場差別のパターンがあることも判明した」とし、差別解消
に向けた取組事例も併記した。このような現状についても記述し、
差別解消に向けて国際社会に発信できるような取組を進めていく
ことへの確固たる決意を表明できないか。

1 ③

国内外で「ビジネスと人権」に注目があつまっており、企業による人権
デュー・ディリジェンスの実施は、人権が尊重される社会の実現に向け
て社会全体で取り組むことが国際的スタンダードであることを示してい
ると言えます。「ビジネスと人権」に関する取組はさまざまな個別的な人
権問題と関連があることから、本方針の方向性に沿った推進内容等を
示す資料で提示できるよう検討します。

21

Ⅱ　人権教育の目的
（ｐ２　４０行め）

「人権教育は…すべての教育の中で行われるもの」と記載されて
いるように、さまざまな教育の中の一つではなく、全ての教育の基
盤であるという認識が必要である。

1 ②

人権教育は「生きる力」を育む教育活動の基盤として教育活動全体を
通じて推進することが大切です。三重県人権教育基本方針の改定およ
びその周知の機会が、教育関係者があらためてそのことを確認するこ
とにつながるよう取り組みます。

22

Ⅱ　人権教育の目的
（ｐ２　４１、４２行め）

「自己実現に向けて未来を切り拓き、…」は、「すべての子どもの
学力・進路を保障する取組」に表記を統一して具体的に明記した
方が良い。 1 ④

人権教育の目的には、子どもたちのめざす姿を記述しており、学力・進
路を保障する取組はそのための取組の一つとして示しています。

23

Ⅱ　人権教育の目的
（ｐ２　４４行め）

自尊感情を高めるという文言は、学校現場にとって、わかりやすく
感じます。 1 ②

ご意見、ありがとうございます。

4



事　項
※ページ等は、ホームペー
ジ掲載の中間案のもの）

改定案（中間案）に対するご意見 件数
対応
区分 ご意見に対する考え方

24

Ⅱ　人権教育の目的
（ｐ２　４４行め）

学校給食では食物アレルギーや宗教上食べることができない、ま
た摂食に配慮が必要な子どもたちに対して、一人ひとりを大切に
するという考えのもと、個別対応を行っている。子どもたちは自分
や友達が大切にされていると実感する中で自己や他者を尊重しよ
うとする感覚や意識が芽生えていると感じる。そのような観点か
ら、「自尊感情を高め、他者の価値を尊重する意識を育む」という
記載に賛成する。

1 ②

一人ひとりの子どもを権利の主体ととらえ、それぞれの事情や教育的
ニーズに応じた配慮や支援を行うことは、子どもたちが自分や他者の
大切さが認められていると実感し、自他の存在を尊重しようとする態度
や意欲を身につけていくことにつながります。今後もさまざまな環境の
もとにある子どもたちが自尊感情を高め、他者を尊重する意識をもつた
めには、こうした環境を基盤に、自己についての肯定的態度や多様性
を尊重する意識等を育む教育活動に取り組みます。

25

Ⅱ　人権教育の目的
（ｐ２　４４行め）

自分は大切にされている、自分には良いところがあると感じられる
子どもは自分も周囲の人も大事にしようとする気持ちが育ちやす
いと思うので、目標の１つめの内容は良いと思う。 1 ②

さまざまな環境のもとにある子どもたちが自尊感情を高め、他者を尊重
する意識をもつためには、自己についての肯定的態度や多様性を尊重
する意識等を育む教育活動に取り組みます。

26

Ⅱ　人権教育の目的
（ｐ２　４６～４８行め）

人権についての学習によって身につける知識として、人間が生ま
れながらに、誰もが有している「具体的な権利」・基準がある、とい
うことを明記してほしい。特に日本では「人権＝思いやり」のよう
な、抽象的な価値との混同がはなはだしく、権利を具体的に知る、
学ぶ取組は低調である。単に人権問題の解決に必要な知識、と
書くだけでなく、普遍的な人権の概念、自分・他者が有する（すべ
ての人が有している）権利についての知識、と記してほしい。

1 ①

ご意見をふまえ、「人権の普遍的な価値や自分自身が有する権利」に
修正します。

27

Ⅱ　人権教育の目的
（ｐ２　４７、４８行め）

「正しい知識」から「さまざまな人権問題の解決に必要な知識」と
なっているが、インターネット上にまちがった内容が散見する昨今
なので、「正しい」という言葉が必要ではないか。 1 ③

インターネットによる人権侵害については、さまざまな個別的な人権問
題においても深刻な課題であるため、ネットリテラシーに関する取組の
方向を具体的に示せるよう、資料の作成を検討します。

28

Ⅱ　人権教育の目的
（ｐ２　４４～４９行め）

３つの目標のうち、２つは「育む」「育てる」であることから、「深め
る」となっている目標は「促す」の方がよい。

1 ①

一人ひとりが自己実現に向けて未来を切り拓き、人権文化を構築する
主体者となるためには、自分自身が自主的、主体的に学び人権尊重
の精神を涵養していくことが重要であることから、ご意見をふまえ、３つ
めの目標の文末を修正します。

29

Ⅱ　人権教育の目的
（ｐ２　５０～５１行め）

もう少し読みやすい表現にした方がよい。

1 ③

ご意見をふまえ、教育関係者が本方針への理解を深め、方針に基づく
取組を推進できるよう、わかりやすい説明に努めます。

5



事　項
※ページ等は、ホームペー
ジ掲載の中間案のもの）

改定案（中間案）に対するご意見 件数
対応
区分 ご意見に対する考え方

30

Ⅲ　個別的な人権問題
に対する取組
（ｐ２　５２～５９行め）

自分自身、それぞれの人権問題を自分の課題ととらえられていな
いところもあるため、個別の問題について、常に意識したいと思
う。 1 ⑤

ご意見、ありがとうございます。

31

Ⅲ　個別的な人権問題
に対する取組
（ｐ２　５２～６１行め）

教育関係者の取組のところに、「さまざまな人権問題が現在の社
会の中に厳存している…」とあるので、５２～６１行めの文言は１１
１行めの「教育関係者の取組」のところに記述した方がよい。 1 ③

ご意見をふまえ、教育関係者が本方針への理解を深め、方針に基づく
取組を推進できるよう、わかりやすい説明に努めます。

32

Ⅲ　個別的な人権問題
に対する取組
（ｐ２　５６行め）

「部落問題」と表記した場合、部落そのもの、その地域に住んでい
る人達に問題があるような誤解を与えかねないため、「部落差別、
障害者、外国人、子ども、女性の人権に係わる…」としたほうがの
ぞましいのではないか。 1 ④

「部落問題」とは、特定地域の出身等を理由とする差別行為だけでな
く、偏見や差別意識、インターネット上にみられる差別をあおる情報な
どによって不安を抱えて生活することを余儀なくされているという問題
を含めています。ご指摘のような誤解を生むことのないよう、いただい
たご意見を内容の説明を行う際の参考とします。

33

Ⅲ　個別的な人権問題
に対する取組
（ｐ２　５６行め）

「女性の人権」は、性の多様性に関心が集まる中、意味を取り違
えられる可能性があるのではないかと思うので、別の表現に変え
た方が良いのではないか。 1 ④

個別的な人権問題の表記については、「人権教育・啓発に関する基本
計画」や「三重県人権施策基本方針」が示す個別的な人権問題を参考
としています。

34

Ⅲ　個別的な人権問題
に対する取組
（ｐ２　５６～５９行め）

外国人差別に繋がる点で、ロシアによるウクライナ侵攻が現在注
目される事象としてあげられる。個人的に、最も犯してはならない
人権侵害は戦争だと感じます。主な人権問題に、戦争という文言
を加えることについて検討してほしい。

1 ④

世界では人々の人権や命を脅かす戦争や紛争が発生しており、子ども
たちに平和を希求する態度を育むことは重要ですが、個別的な人権問
題の内容については「人権教育・啓発に関する基本計画」や「三重県人
権施策基本方針」が示す人権問題をふまえて位置づけています。

35

Ⅲ　個別的な人権問題
に対する取組
（ｐ２　５６～５９行め）

主な人権問題が具体的に記されており、わかりやすいです。

1 ②

ご意見、ありがとうございます。

6
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36

Ⅲ　個別的な人権問題
に対する取組
（ｐ２　５６～５９行め）

日本の性教育には、いわゆる「はどめ規定」があり、世界からみる
と大きく遅れていると言われている。このような状況が子どものい
じめや不登校、自死の要因の一つになっているのではないか。小
学校以前から発達段階に応じて多様性を認め合う価値を教えるこ
と、中学校では性的指向・性自認について学び、人権尊重の姿勢
を養うことが差別やいじめを防ぐことにつながるのではないかと考
える。「状況に応じ必要な教育に取り組む」と書かれているが、具
体的な活動につなげられるような方針としてほしい。

1 ③

個別的な人権問題については、新型コロナウイルス感染症をめぐる人
権侵害のように新たに発生することや社会情勢に応じて状況が変化す
る場合があることを想定しておく必要があります。性加害・被害の問題
や性の多様性に関わる課題についても、社会情勢の変化を的確にとら
え、必要な教育が実施されるよう指導や支援を行っていきます。

37

Ⅲ　個別的な人権問題
に対する取組
（ｐ２　５７行め）

個別的な人権問題を列記している「～保護観察中の人等・・・」の
「等」に含まれるのかもしれないが、その人たちを支える家族につ
いても明記することが大切ではないか。

1 ②

保護観察中の人等の「等」は、障がい者から保護観察中の人までを受
けて、「沖縄の人びと」「奄美の人びと」「ユニークフェイスの人」「被爆者
やその子孫の人びと」など、それら以外の人の人権に係る問題がある
ことを意図しています。列記している人権に係る問題にはその当事者
だけでなく家族や関係する人が抱えさせられている問題もあると認識し
ており、そうしたことについては、本方針の方向性に沿った推進内容等
を示す資料で提示できるよう検討します。

38

Ⅲ　個別的な人権問題
に対する取組
（ｐ２　６０、６１行め）

「社会の動向等により新たに生じる人権問題…」のところを、わか
りやすく「新型コロナウイルス感染症等に関わって発生した人権に
関わる問題…」というように具体的に記述してはどうか。 2 ④

新型コロナウイルス感染症を巡ってさまざまな人権侵害が発生したこと
をこれからの取組を推進していくうえでの教訓とし、今後の留意すべき
こととして追記しています。

39

Ⅲ　個別的な人権問題
に対する取組
（ｐ２　６０、６１行め）

社会の動向、教育現場の実態によって必要な取組が変わってくる
ので、新たに生じる人権問題に対する取組について追記すること
は意味のあることだと感じる。 1 ②

ご意見、ありがとうございます。

40

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　６２～１１０行め）

一人ひとりの存在をお互いに認め合い尊重しあう心を誰もが持ち
合えば「自分はここに居てもいいんだ」といった安心につながる。
ぜひ現場でそういった活動づくりが安心して取り組めるようにお願
いしたい。

1 ③

今後も学校において子どもたちが自らの権利を理解し、互いの人権を
尊重し合える関係づくりが進められるよう、必要な施策に取り組みま
す。

41

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　６３～８７行め）

「人権感覚あふれる学校づくり」を進めるうえで、教職員の人権感
覚の向上も大変重要である。教職員は常に自分の言動が子ども
に与える影響を自覚し、他の教職員と連携しながらさまざまな視
点で子どもの姿をとらえて取組を進めていく必要がある。

1 ③

ご意見を今後の取組の参考とします。
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42

Ⅳ人権教育推進方策
（ｐ３　６５行め）

「行動ができる力を育むため、」以降に「インクルーシブな学校づく
りについての考え方をふまえ、」を加筆するなど、インクルージョン
の視点についても明記することを求める。 16 ①

ご意見をふまえ、学校の多様性や包摂性を高めることの必要性につい
て、１の（１）に記述します。

43

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　６６行め）

「その他さまざまな取組」が追記されているが、抽象的な表記にせ
ず、「総合的な学習の時間や総合的な探究の時間の取組など」と
示し、拡大解釈や誤解を防いでほしい。

1 ④

「総合的な学習の時間や総合的な探究の時間」については、教科等指
導に含まれます。「その他さまざまな取組」としては、人権サークルなど
の子どもたちの自主的な活動、給食指導における配慮など、教育活動
全体で行うさまざまな取組を想定しています。ご意見をふまえ、教育関
係者が本方針への理解を深め、方針に基づく取組を推進できるよう、
わかりやすい説明に努めます。

44

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　６６～６７行め）

学校給食では食物アレルギーや宗教上食べることができない、ま
た摂食に配慮が必要な子どもたちに対して、一人ひとりを大切に
するという考えのもと、個別対応を行っている。こうした取組の一
つひとつの積み重ねによって子どもたちは自己や他者を尊重しよ
うとする感覚を身につけていくと感じている。「その他さまざまな取
り組みなど、教育活動全体を通じて一人ひとりの存在や思いが大
切にされる学校をつくる」という記載に賛成する。

1 ②

ご意見、ありがとうございます。

45

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　６９行め）

教育的に不利な環境のもとにある子どもを中心に据えてすべての
子どもの進路を保障するよう取り組むことは大切であり同意する。
現実には、経済的・社会的な事情は子どもたち自身の行動力や
実践力のみでは解決できない多くのことを含んでいることから、県
教育委員会として関係機関等との連携をさらに進めるための取組
を期待する。

1 ③

ご意見を今後の取組の参考とします。

46

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　７３行め）

「子どもが、偏見や差別が存在する社会に生きる一人であることを
自覚し…」とあるが、「子どもが、社会に偏見や差別が存在するこ
とを認識し…」とした方がわかりやすいのではないか。

1 ④

子どもたちが社会に存在する問題を自分事ととらえ、状況を変えようと
する主体者意識を持ち、差別のない、人権が尊重される社会の創り手
となれるような学習活動を推進していくため、「偏見や差別が存在する
社会に生きる一人であることを自覚」することを追記しています。ご意
見をふまえ、教育関係者が本方針への理解を深め、方針に基づく取組
を推進できるよう、わかりやすい説明に努めます。

8
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47

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　７３、７４行め）

現行の「未来を切り拓き実践力を身に付けられるよう」から、「未来
を切り拓く実践力を身につけられるよう」に変更した理由は何か。

1 ⑤

現行の人権教育基本方針の内容の記載間違いです。現行の方針にお
いても、「未来を切り拓く実践力」としており、変更はありません。申し訳
ありませんでした。

48

Ⅳ人権教育推進方策
（ｐ３　７４行め）

「～を変えようとする行動力や、未来を切り拓く…身につけられる
よう学習活動を～」について、「～を変えようとする行動力や未来
を切り拓く…身につけられるよう、学習活動を～」と読点の位置を
変えた方がよい。

1 ①

ご意見をふまえ、修正します。

49

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　７８行め）

「身のまわりにある差別やいじめなど・・・」と修正案が示されてい
るが、現行の「子どもの生活の中にある」の方が、差別やいじめの
存在を近くに感じられ、自分事ととらえられる表現だと思うので、
修正しなくてよいのではないか。

1 ④

現行方針の「子どもの生活の中にある差別やいじめ」とは、学校生活
や人間関係の中にある差別やいじめを想定していますが、その意図を
わかりやすくするため修正しています。ご意見をふまえ、教育関係者が
本方針への理解を深め、方針に基づく取組を推進できるよう、わかりや
すい説明に努めます。

50

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　８１～８５行め）

８１行めに「総合的・系統的」とあり、８４行めでは「系統的・日常
的」とあるが、統一した方がよい。

1 ④

地域ぐるみの体制で人権教育を推進することを含め８１行めでは「総合
的」という文言を使用し、８４行めの「系統的・日常的」では学校におけ
る日々の教育活動における取組のあり方を示しています。

51

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　８８～１１０行め）

人権尊重の地域づくりにかかわって、地域の力や関係機関の力も
大切ですが、特に放課後の子どもたちの居場所、例えば子ども食
堂や地域のセンターでの取組、NPOに対する支援など、しんどい
子どもたちの現状に寄り添った施策の充実が求められると思う。

1 ③

教育的に不利な環境のもとにある子どもたちを支援する人々のネット
ワークが広がり、それぞれの地域で効果的な取組が進められるよう、
他部局が行う子どもに関する施策について情報の収集に努め、連携・
協働できる可能性を検討します。

52

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　８９～９２行め）

８９行めから９２行めの一文が長いため、短くした方がよい。

1 ③

ご意見をふまえ、教育関係者が本方針への理解を深め、方針に基づく
取組を推進できるよう、わかりやすい説明に努めます。

53

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　９０行め）

「学校が行う人権教育に係るさまざまな取組」に変更するのは、学
校の実態に沿っており、とても良いと思う。

1 ②

ご意見、ありがとうございます。

54

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　９１行め）

「地域住民等が一緒になって活動に当たることを通じ…」とある
が、活動ではなく、取組とした方がよい。

1 ③

ご意見をふまえ、教育関係者が本方針への理解を深め、方針に基づく
取組を推進できるよう、わかりやすい説明に努めます。

9
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55

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　９８行め）

「関係者の拡大」とあるが、人数を増やしていくという意味か。もう
少し具体的な表現にした方がよい。

1 ④

学校が行う人権教育を肯定的に受容するような地域の基盤をつくるた
めには、取組に対する理解と協力をいただける保護者や地域住民の
人的拡大が重要であることから追記しています。ご意見をふまえ、教育
関係者が本方針への理解を深め、方針に基づく取組を推進できるよ
う、わかりやすい説明に努めます。

56

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ３　９８行め）

「～関係者の人権意識や実践力の向上および関係者の拡大…」
とあるが、「および」を「また」に置き換えた方が良いのではない
か。

1 ③

ご意見をふまえ、教育関係者が本方針への理解を深め、方針に基づく
取組を推進できるよう、わかりやすい説明に努めます。

57

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ４　１１０行め）

地域における人権教育推進の拠点として、隣保館を位置付けるこ
とに賛成する。 1 ②

ご意見、ありがとうございます。

58

Ⅳ　人権教育推進方策
（ｐ４　１１０行め）

「～教育集会所・公民館・隣保館等…」とあるが、学童保育も人権
教育や進路保障において重要な役割をしている機関であるので
追記してほしい。 1 ④

学校と連携・協働し、人権教育を推進している学童保育についてのご
意見、ありがとうございます。今後、市町における地域と連携した取組
について情報収集に努めます。

59

Ⅴ　教育関係者の取組
（ｐ４　１１１～１２５行
め）

人権を実現する責務の保持者の立場にある者は、人権研修
（human rights training）を通じて、人権を学び、責務の保持者とし
ての自覚を高める必要があるが、この表現だと、自分で自主的に
学ぶように見えてしまうため、県として研修をきっちり保障する、と
いう視点が必要ではないか。

1 ④

社会に存在する人権問題を解決するためには、子どもの教育に関わる
教育関係者一人ひとりが差別を解消するための責務を自覚し、積極的
に人権教育を推進することが重要であることから、この項では、教育関
係者が差別の解消に向けて組織的にも自主的にも常に研究と修養に
努める必要があることを示しています。

60

Ⅴ　教育関係者の取組
（ｐ４　１１２行め）

「教育関係者は人権問題について認識を深め…」とあるが、「…人
権問題についての認識を深め…」とした方がよい。

1 ①

人権や人権問題について、より幅広く理解や認識を深めるという意図
で「の」を入れずに表記しています。ご意見をいただいたことで、同様の
記述をしている箇所で表記のブレがあることがわかりましたので、表記
の整合性を図るため、人権教育の目的の２つ目の目標にある「人権に
ついての～」の「の」を削除します。

61

Ⅴ　教育関係者の取組
（ｐ４　１１２、１１３行め）

「教育関係者は人権問題について認識を深め、差別を解消するた
めの自らの責務を自覚し、子どもが学習の主体であるという認識
に立ち、積極的に人権教育を推進します。」とあるが、「子どもが
学習の主体であるという認識に立ち」という文言は「人権教育基本
方針」に合わない。「教育の主体である」「人権教育の主体である」
と修正すべきである。

1 ④

子どもの権利を尊重し、学びの主体者であるという意味で「学習の主
体」としています。

10
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62

Ⅴ　教育関係者の取組
（ｐ４　１１２、１１３行め）

子どもが学習の主体としているが、まずは教育関係者自身が自分
と向き合う必要がある。そのため、「自らの差別意識に向き合い、
人権教育に生かす」といった内容を記述するべきではないか。 1 ②

教育関係者が自分自身の差別性や人権問題の認識を見つめ直すこと
の必要性や重要性については「基本的な考え方」の中で言及するとと
もに、「人権に関する自らの意識を見つめ直し、…」という箇所にその意
図を込めて記述しています。

63

Ⅴ　教育関係者の取組
（ｐ４　１１４、１１５行め）

「さまざまな人権問題が現在の社会の中に厳存しているという事
実認識に立ち・・・」としている部分で、改定理由の「それぞれの個
別的な人権問題の存在を、個々の事実をもとに認識することが必
要である」ということがよくわかった。

1 ②

ご意見、ありがとうございます。

64

Ⅴ　教育関係者の取組
（ｐ４　１１６行め）

「差別によって基本的人権が侵害されているところに人権問題の
本質がある…」とした方がよい。

1 ③

ご意見をふまえ、教育関係者が本方針への理解を深め、方針に基づく
取組を推進できるよう、わかりやすい説明に努めます。

65

Ⅴ　教育関係者の取組
（ｐ４　１１８行め）

「…自己に関わる課題として自覚していくことを通して達成される
…」のところをもう少しわかりやすくした方がよい。

1 ①

ご意見をふまえ、「人権問題は、一人ひとりが自己に関わる課題として
自覚していくことをとおして解決していくものである」と修正します。

66

Ⅴ　教育関係者の取組
（ｐ４　１１８、１１９行め）

教育関係者一人ひとりが人権教育に対する認識を深め、そのうえ
で、差別解消に向けて実際に行動することが大切である。学ぶだ
けでは差別は解消しない。

1 ③

教育関係者一人ひとりが人権問題を解決するための責務を自覚し、積
極的に人権教育を推進するとともに、子どもたちに、人権を守るための
実践行動を示せるよう、人権意識や指導力を高めるための研修に取り
組みます。

67

Ⅴ　教育関係者の取組
（ｐ４　１２０行め）

現行方針の「日本の社会に存在する…」から「日本の」を削除する
点を高く評価する。グローバル社会の現代において、世界のあら
ゆる差別事象・事件にも意識を持つことは大切である。また、外国
にルーツのある子どもや県民が多い現状にも即していると思う。

1 ②

ご意見、ありがとうございます。

68

Ⅴ　教育関係者の取組
（ｐ４　１２０、１２１行め）

「社会に存在するさまざまな意識、慣習や制度の中に差別を温存
し助長しているものがある」という言葉があるが、その中でも「イン
ターネット上の問題」が深刻である。匿名で個人情報をインター
ネットの掲示板上に晒したり、特定の地域を撮影した、差別を助長
する動画を投稿したりしている。仲間内でのグループラインで人権
感覚が失われたやりとりが行われているということも聞く。情報化
社会が加速する現状を考えると、文言の中に、インターネット上の
悪質な誹謗中傷は許されないことを明記してほしい。

1 ③

具体的な取組については、本方針の方向性に沿った推進内容等を示
す資料で提示できるよう検討します。
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69

Ⅴ　教育関係者の取組 人権教育の実施にあたって、学校や教育関係者の果たす役割は
大きい。しかし、現在の学校現場は諸課題であふれており、常時
「人材不足」に苦しんでいる。充実した人権教育の推進のために
は、人権教育を進めるスタッフや教職員を学校現場に増やすこと
が必要である。

1 ⑤

2021年に実施した「人権問題に関する教職員意識調査」では、人権教
育を推進するために不足しているものとして、多くの教職員が「時間的
な余裕」や「適切な人的配置」と回答しており、教職員の多忙化は改善
すべき課題であると認識しています。教職員が子どもたちと向き合う時
間を十分確保できるよう、有効な対策を検討していきます。

70

全般 全体的に「的」が多く、具体性に欠ける面があるように感じる。

1 ③

具体的な取組については、本方針に基づく推進内容等を示す資料で提
示できるよう検討します。

71
全般 人権教育は時代や世代にあった過ごしやすさに直結するため、施

策の継続を望みます。 1 ⑤
ご意見、ありがとうございます。

72

全般 より具体的にわかりやすくなった。被差別の立場に立って、誰一人
取り残さない教育をしていかなければならない。自分自身も含め
て、考えるだけでなく行動していくことが明記されて、よいと思う。 1 ②

ご意見、ありがとうございます。

73

全般 この基本方針は、人権教育に関わる人たちへの方針であることか
ら、教育関係者に「Ⅴ」を採番するのであれば、「人権尊重の地域
づくり」や「行政機関関係者」「市町県民」の取組も項を設定・採番
し、明文化するべきである。 1 ④

学校や地域における人権教育を推進していくためには、学校・家庭・地
域が連携し、地域ぐるみの体制で取り組むとともに、県民一人ひとり、
ＮＰＯ、地域団体、市町、県などの多様な主体が協働して取り組んでい
く必要があることから、「人権尊重の地域づくり」の項にそのことを記述
しています。なお、「人権尊重の地域づくり」は「人権感覚あふれる学校
づくり」と並べて「人権教育推進方策」として採番していることから新た
な採番は行いません。
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